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東京2025デフリンピックの大会概要
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期間

参加者数

参加国

大会会場、施設

2025年11月15日～26日（12日間）

開会式 : 11月15日 閉会式 : 11月26日
70～80か国・地域

各国選手団等：約6,000人

（選手約3,000人、ICSD役員・SD・審判・スタッフ約

3,000人）

競技会場、開閉会式会場（東京体育館）、

練習会場、デフリンピックスクエア等

日本選手団の活躍に期待

◎ 2021ブラジルデフリンピック → 過去最高のメダル獲得30個（金12個、銀８個、銅10個）

◎ 東京2025デフリンピック21競技全て出場をめざす → 射撃、レスリング、テコンドー、ハンドボール

◎ 過去最高の日本選手団数 → 400名を超える予定



競 技 会 場
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競技名 会場

1

陸上

（マラソン）

（ハンマー投げ）

駒沢オリンピック公園総合運動場陸上競技場

（世田谷区）

東京高速道路及び首都高速道路高速八重洲線

大井ふ頭中央海浜公園陸上競技場（品川区）

2 バドミントン 武蔵野の森総合スポーツプラザ（調布市）

3 バスケットボール 大田区総合体育館

4 ビーチバレーボール 大森ふるさとの浜辺公園（大田区）

5 ボウリング 東大和グランドボウル

6 自転車（ロード） 日本サイクルスポーツセンター（伊豆市）

7 自転車（MTB） 日本サイクルスポーツセンター（伊豆市）

8 サッカー Jヴィレッジ（福島県楢葉町、広野町）

9 ゴルフ 若洲ゴルフリンクス（江東区）

10 ハンドボール
駒沢オリンピック公園総合運動場屋内球技場

（世田谷区）

競技名 会場

11 柔道 東京武道館（足立区）

12 空手 東京武道館（足立区）

13 オリエンテーリング
日比谷公園・日比谷エリア（千代田区）

伊豆大島（裏砂漠）

14 射撃
味の素ナショナルトレーニングセンター・イー

スト（北区）

15 水泳 東京アクアティクスセンター（江東区）

16 卓球 東京体育館（渋谷区）

17 テコンドー 中野区立総合体育館（中野区）

18 テニス 有明テニスの森（江東区）

19 バレーボール
駒沢オリンピック公園総合運動場体育館

（世田谷区）

20
レスリング

（フリースタイル）
府中市立総合体育館（府中市）

21
レスリング

（グレコローマン）
府中市立総合体育館（府中市）

競技名 会場

陸上 大井ふ頭中央海浜公園陸上競技場（品川区）

バスケットボール・バレーボール 国立オリンピック記念青少年総合センタースポーツ棟（渋谷区）

【※ 練習会場】
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マラソン会場について

東京高速道路(KK線)及び
首都高速道路高速八重洲線
の一部(新橋から汐留JCT)

東京高速道路（KK線）及び首都高速道路高速八重洲線の一部を使用した周回コースで実施

日時：
2025年11月25日（火）
・スタート・ゴール地点等の
詳細は今後調整
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東京2025デフリンピック 競技日程一覧表（暫定版）2025年１月31日現在※予備登録結果を反映

№ 競技名
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

0 開閉会式 ○ ○

1 陸上競技 ＊ ＊ ＊ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 バドミントン ＊ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○

3 バスケットボール ＊ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ビーチバレーボール ＊ ＊ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 ボウリング ＊ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 自転車競技（ロード） ＊ ○ ○ ＊ ○ ＊ ○

7 サッカー ＊ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 ゴルフ ＊ ○ ○ ○ ○

9 ハンドボール ＊ ＊ ＊ ○ ○ ＊ ○ ＊ ○ ＊ ○ ＊ ○

10 柔道 ＊ ＊ ＊ ○ ○ ○

11 空手 ＊ ＊ ○ ○ ○

12 自転車競技（マウンテンバイク） ＊ ○ ○

13 オリエンテーリング ＊ ○ ○ ＊ ＊ ○ ○ ○

14 射撃 ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 水泳 ＊ ＊ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 卓球 ＊ ＊ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○

17 テコンドー ＊ ＊ ○ ○ ○

18 テニス ＊ ＊ ＊ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 バレーボール ＊ ＊ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 レスリング（フリースタイル） ＊ ＊ ＊ ○ ○

21 レスリング（グレコローマン） ＊ ＊ ○ ○

【凡例】○：競技日
＊：練習日



大会ビジョンの実現に向けて
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１ デフスポーツの魅力や価値を伝え、
人々や社会とつなぐ

• デフアスリートを主役に、最高のパフォーマンスを発揮できる

よう大会準備を進め、その姿を通じて、本来、スポーツが持っ

ている素晴らしさとともに、デフリンピックやデフスポーツの

魅力や価値を発信し、普及・啓発に努める。

• また、あらゆる人が協働した大会運営や子どもたちの参画な

ど、多様な視点を大切にした大会運営をめざす。

２ 世界に、
そして未来につながる大会へ

• 大会を通じた手話言語の理解・普及・拡大など従来からの

情報保障の推進・強化に加え、デジタル技術を活用した、新

しいコミュニケーションツール等の開発、社会への普及を

促進する。

• このような取組を通して、国籍や障害のあるなしに関わら

ず、誰もが心を通わせることのできる街・東京の魅力を感

じてもらい、世界との絆を深めていく。

３ “誰もが個性を活かし力を発揮できる”
共生社会の実現

• 大会開催を機に、デフリンピック・ムーブメントとして、デフスポーツやろう

者の文化への理解を促進し、障害のある人とない人とのコミュニケーショ

ンや心・情報・街のバリアフリーをさらに推進する。

• このムーブメントを通して、互いの違いを認め、尊重しあい、誰もが個性を

活かし力を発揮できる共生社会づくりに貢献する。



多様な人々の参画
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〈大会エンブレム〉

◎ 筑波技術大学のきこえない学生

がデザイン

◎ ろう学校を含む都内中高生の投

票により決定

〈大会メダル〉

◎ 全国の小中学生（ろう学校含む）の子ど

もたちの投票（80,543票）で決定

◎ デザインコンセプトは、選手が活躍し、

大きく羽ばたいていくことを願ったデ

ザイン『みんなで羽ばたく』

〈大会ボランティア〉

◎ 3,000人のボランティアを2024年11月

15日（金）から2025年１月31日（金）まで

の期間で募集

◎ 応募人数は募集定員６倍超の18,903人

◎ 3,500人選出



全国への気運醸成の取り組み
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〇 2024年度は全国への気運醸成として、『デフリンピック フェスティバル』を全国９カ所で実施

〇 実施にあたり、大規模集客施設での実施や、自治体または民間（企業や競技団体）の大規模集客イベ

ントに組み入れる形で実施

〇 内容は、市民や子どもを対象に東京２０２５大会やデフスポーツ・デフアスリートのPR、きこえない

ことや手話言語・国際手話体験等

〇 福岡県（福岡市）、青森県（青森市）、神奈川県（横浜市）、徳島県（徳島市）、埼玉県（富士見市）、東京

都（江東区）、石川県（かほく市、白山市）、京都府（京都市、亀岡市）、愛知県（名古屋市）で開催済

最後は愛知県で２月に実施予定

全国９カ所（１1回）で数万人を超える市民や子どもたちの参加



イベントの実施例
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東京都内の気運醸成の取り組み
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〇 多くの都民に大会に参画してもらえるよう、様々な機会を捉えて大会への関心を高める取組を幅広く 展開し、デフリンピック

の都内認知度が14.8%から39.0%に急上昇

〇 ６月に大会公式マスコットを決定し、自治体等のキャラクターとともに応援隊を結成

○ ７月には東京都内区市町村の全小学校1382校の４～６年生約34万人にデフリンピックパンフを配布、合わせて、手話やデ

フリンピックに関する特別授業を実施

○ 全国小中高生対象に大会1年前には、デフアスリートや応援アンバサダーを招いてイベントを実施

○ 新しい応援スタイル「サインエール」を発表



デフリンピックスクエア
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世界のデフアスリートと市民の交流の場

「デフリンピックスクエア」

◎ デフリンピックスクエアを国立オリンピック記念青

少年総合センター(NYC)に設置

◎大会運営本部、輸送のハブ、メディアセンター、練習

会場等の機能をもつ大会運営拠点

◎新技術を活用したユニバーサルコミュニケーション

や交流、文化鑑賞等、選手向けの様々なサービスを

提供

■期 間

2025年11月15日～26日（12日間）

■対 象

選手等の大会関係者、市民等

デフアスリートや市民が気軽に参加できる、日本の文化や手話言語・

ろう者文化を体験できるプログラム等を実施



開閉会式について
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これからの取り組み
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みんなの想いよ繋がれ！
デフリンピックが繋ぐ心の輪

〇 ４７都道府県でイベント開催

〇 学校等体験学習

〇 キャラバンカー巡回

〇 東京2025大会の認知度向上および気運醸成

〇 手話言語やろう者の文化の発信・理解促進

〇 多様性と共生社会（SDGs）の推進

〇 全国からの日本代表選手や各国選手への応援を届ける

全国キャラバン運動！

デフスポーツの魅力や
価値を伝え、
人々や社会とつなぐ

世界に、
そして未来に
つながる大会へ

“誰もが個性を活かし
力を発揮できる”
共生社会の実現

目的

テーマ



全国キャラバン活動
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見る、知る、体験するを通して、デ
フリンピックやデフスポーツの魅力
を全国各地にお届けします

全国のろう学校、小中学校で手話言
語やデフスポーツの体験学習を実施
します。講師としてデフアスリート
を派遣します

大会開催都市の東京都をめざして、
北と南から2台のラッピングカーが
日本全国を駆け抜けます



秋田県の取り組み 福井県の取り組み

見る、知る、体験するを通して、デフリンピックやデフスポーツの魅力を
50か所以上の全国各地でお届けします
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見る、知る、体験するを通して、デフリンピックやデフスポーツの魅力を
50か所以上の全国各地でお届けします

大分県のイベント開催情報

第8回デフビーチバレーボール国際親善大会

開催日：2025年6月21日(土)～22日（日）

市区町村・会場：トヨタカローラ大分 祝祭の広場

主催・問い合わせ先：

一般社団法人日本デフビーチバレーボール協会

開催案内：第8回デフビーチバレーボール国際親善

大会の会場にて、大分県聴覚障害者協会が

デフリンピック啓発活動を行います。
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全国各地での体験学習の取り組み
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全国各地での体験学習の取り組み
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東京2025大会PRカー全国各地の取り組み

大会開催都市の東京都をめざして、北と南から2台
のラッピングカーが日本全国を駆け抜けます

鳥取県は全市町村を巡回

セレモニー
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全国キャラバン鳥取県の取り組み
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デフスポーツやデフリンピックをとおして、子どもたちの夢を
育み、差別や偏見のない地域共生社会を私たちの力でつくり
ます。自治体の皆さんのご支援をよろしくお願いいたします。
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